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社長の挨拶

　 今年度は国内外ともに衝撃的な出来事が起きた

年で した。 ８ 月、 コロナ禍
か

の中で無観客で開催し

た東京オ リ ンピ ッ クの閉幕。 翌年２ 月、 北京冬季

オ リ ンピ ッ クの開幕。 同月、 ロシアが隣国ウクラ

イ ナへの侵略戦争開始。 ７ 月、 安倍晋三元首相が

　 　 　 　 　 　 　 　 参院選の演説中に暴漢によ っ て銃撃されま した。 ロシアが戦争を起

こ したこ とによるエネルギーや食料の危機、 これに依っ て国内の電

気 ・ ガスやパン等の食料物価の値上がり と金融市場の急激な円安の

進行にも悩まされてきま した。

　 建設業界にも影響があり、 経済活動の停滞によ り工場やホテル等の計画延期や中止

が発生し、 受注が無 く なっ たり先延ばしになっ たり し ています。 現在はコロナ禍でも

ワクチンの接種が広がり、 薬も出来て、 経済活動が少しづつで

はあり ますが、 コロナ禍前に戻りつつあり ます。 材料の値上げ

も現在は納ま り、 受注件数も増加の傾向が見られます。 来年は

卯 （うさぎ） 年であり ますので、 『飛躍』 の年にしたいなぁ ・・・

と思っ ています。

　 　 令和 ４ 年 １２ 月

株式会社 　 柏原鐵工所 　 　 　 　 　 　

代表取締役社長 　 柏原正明 　 　
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認証番号0004784

事業活動の概要

会社概要

事 業 所 名

代 表 者 名

株式会社 　 柏原鐵工所

代表取締役社長 　 柏原正明

住 所 ・ 連 絡 先

本社 ・ 工場 　 〒 425-0045　静岡県焼津市祢宜島 124-2

大井川工場 　 〒 421-0203　静岡県焼津市藤守 2045
（平成 30 年 ３ 月開設)

電話

FAX

web

054-624-5803

054-623-0046

ht tp : / / e-kash i wa.com /

i nfo@e-kash i wa.com

建 設 業 許 可

建築工事業 ・ 鋼構造物工事業

静岡県知事許可 （般－ ３）  第 2124 号

大臣認定  全構協Ｈ グレ ー ド  認定番号 TFB  H － 214646

事 業 内 容
一般住宅 ・ 共同住宅 ・ オ フ ィ スビル ・ 工場 ・ 店舗 ・ 耐震ブ レ ース ・ そ

の他各種鉄骨の製作及び工事

事 業 の 規 模

従業員数

資本金

売上高

延べ床面積

３０ 名 (令和 ４ 年 11 月  現在)

800 万円

約 ４ 億 1,857 万円 (令和 ３ 年度  実績)

3,559.1 ㎡

主 要 取 引 先

（敬称略 50 音順）

臼幸産業株式会社 木下建設工業株式会社

株式会社 国都 五光建設株式会社

近藤建設工業株式会社 清水建設株式会社

瀬戸建設株式会社 第一建設株式会社

東急建設株式会社 戸田建設株式会社

株式会社 ト ンボ総合建設 日鉄物産システム建築株式会社

株式会社 橋本組 名工建設株式会社

エ コ 　 　 　 　

　 ア ク シ ョ ン

　 　 　 　　2 1

認証 ・ 登録番号

認証 ・ 登録日

有効期間

0004784

平成 22 年 3 月 29 日

令和　６ 年 3 月 28 日

環境管理責任者

実務担当者

連絡先

中島初江

柏原佳香 ・ 中島重男

k.kaj i ya@ka. tnc.ne. jp
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環境管理責任者

中 島 初 江

環境管理に関する組織図

※対象範囲 ： 全組織 ・ 全活動

環境管理における活動体制

代 表 者 柏 原 正 明

・ 環境活動の目標及び計画の承認

・ 環境活動全体の評価と見直し 及び指示

・ 環境経営方針の策定及び改定

・ 経営資源の準備

・ 経営の課題と チ ャ ンスの明確化

・ 実施体制の構築

環境管理責任者 中 島 初 江

・ 環境活動の計画立案及び実施と経営者への報告

・ 環境活動の自己チ ェ ッ クの実施

・ 環境方針及び活動計画の見直し

・ 環境教育の推進
連
絡
担
当
者

実 務 担 当 者
柏 原 佳 香

中 島 重 男

・ 管理責任者の補佐

・ 廃棄物の分別処理

・ 管理データの収集及び比較整理

・ 『環境経営レポー ト 』 の作成
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環境経営方針

　株式会社柏原鐵工所は、 建設事業を経営し てい く に当たり、 地

域との関わりを大切にし、 環境に負担を掛けないよう配慮し、 ゴ

ミ削減及び再利用 ・ 再資源化に寄与し、 また、 有害化学物質の低

減を最大限に実現できるよう努力し、 省資源化 ・ 省エネルギーを

推進し て二酸化炭素排出量を減ら し、 尚且つ経済的に成り立つ会

社にし て、 持続可能な循環型社会づ く りを目指します。

　 このような活動を通し て地球温暖化の防止に貢献します。

活動指針

１
事業活動におい て、 省資源化 ・ 省エネルギーを推進 し二酸化炭素排出量の削減 ・

水使用量の削減を目指す。

２
事業活動において、 工場や工事現場で発生する産業廃棄物の排出削減を目指す と

共に廃棄物の収集 ・ 分別を徹底 し て行い、 再資源化できる よ うに努める。

３ 有害化学物質の含有量が少ない塗料や溶接棒の推奨に努める。

４ 機械設備及び備品購入の際、 グ リ ーン購入の推奨に努める。

５
５Ｓ （整理 ・ 整頓 ・ 清掃 ・ 清潔 ・ 躾） 活動を徹底す る。

安全活動の推進に努める。

６
上記の活動を継続させるため、 数値目標を設定し、 それに基づいて査定 ・ 評価し

て日々の改善に努める。

７
事業活動において、 弊社は環境関連法規制及びその他の関係法令を遵守し、 環境

保全に努める。

８
当社は上記活動を実施するに当り、 本方針を従業員及び外注員全員に周知徹底し

ま す。 又、 この活動内容を地域社会にお知らせ し ま す。

改訂日 : 令和 ４ 年 10 月 1 日   ㈱柏原鐵工所  代表取締役  柏原正明
代表者

印
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環境経営目標 (令和３年度)

　 弊社では今年度の 『環境経営レポー ト 』 の基準年を 〈令和２年度〉 の実測値と し、 そ

こから今年度の基準値及び目標値を設定し て、 令和３年度の実測値と比較し ま した。 そ

し て比較項目は １３ 項目と し ま し た。

　基準年である令和２年度の実測値を、 仕事量を同等にした上で、 その数

値から毎年マイナス１％を目標値とし比較する事としました。

【基準値 ・ 目標値の設定方法】

①各年度の受注件数の増減によ っ て実測値が大き く 変動するので、 目標値との比較はそ

のままでは比較できないと考えます。 仕事量に直接関係のある鋼材の購入量 （支給材

も含む） を基準と し、 その増減の割合を基準年の各データに掛け合わせ比較 し ま す。

年 　 度 鋼材購入量（支給材含む） 割 　 合 基 　 準 　 値

平成 30 年度 4,342.7 ｔ 100.0 ％ 旧基準年

令和元年度 4,021.6 ｔ 92.6 ％ ←旧基準年に対する鋼材購入量の増減率

令和 ２ 年度 2,545.2 ｔ 100.0 ％ 基準年の各データ

令和 ３ 年度 1,858.4 ｔ 73.0 ％
基準年の各デー タに 73.0 ％を掛けた

数字が基準値となる

②上記表のとおり、 基準年の鋼材購入量 （支給材も含む） を １００％と する と、 今年度

のその増減率は 73.0 ％となる。 よ っ て基準年の各項目のデータ数に 73.0 ％掛けた

数値が仕事量同等数値 （以下 『基準値』 という） と言う事と し ま す。

基準年の各項目のデータの数値 × 73.0 ％ = 基準値

③上記計算を行う と各データ数値は基準年と比較できる “基準値” となる。 この基準値

から毎年 １ ％削減 し た数値が今年度の 『目標値』 になり ま す。

基準年の各項目のデータの基準値 × 99.0 ％ = 目標値

④これによ っ て、 令和 ３ 年度の各項目の “目標値” が出て きま す。 この数値が令和 ３

年度の 【実測値】 と比較出来る こ とになり ま す。

　 この方程式を当てはめま す と令和 ３ 年度の各項目の

目標値は、 次項の表とな り ま す。
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目標設定項目 (令和３年度) 中長期目標
（令和３年度～令和５年度）

年 　 度

令和 ２ 年度

（2020 年）

令和 ３ 年度

（2021）

令和 ４ 年度

（2022）

令和 ５ 年度

（2023）

基準年

基準値 目標値 目標値 目標値

比較項目 基準年 　

　 × 73.0 ％

基準値 　

　 　 × 99 ％

基準値 　

　 × 98 ％

基準値 　

　 　 × 97 ％

電力使用量 (KWh) 127,871.0 93,368.6 92,434.9 － 2 ％ － 3 ％

水使用量 (ｍ3 ) 446.0 325.7 322.4 － 2 ％ － 3 ％

コピー用紙 ( kg) 390.0 284.8 281.9 － 2 ％ － 3 ％

化石

燃料

ガソ リ ン (L ) 1,791.9 1,308.4 1,295.3 － 2 ％ － 3 ％

軽油 (L ) 3,140.5 2,293.1 2,270.2 － 2 ％ － 3 ％

産業

廃棄物

排出量

鉄 く ず ( kg) 82,893.0 60,526.6 59,921.4 － 2 ％ － 3 ％

ダンボール ( kg) 560.0 408.9 404.8 － 2 ％ － 3 ％

その他の
資源ゴ ミ

( kg) 5,250.0 3,833.4 3,795.1 － 2 ％ － 3 ％

埋立て ゴ ミ ( kg) 3,493.0 2,550.5 2,525.0 － 2 ％ － 3 ％

一般

廃棄物

排出量

燃えるゴ ミ ( kg) 1,375.0 1,004.0 994.0 － 2 ％ － 3 ％

その他の
資源ゴ ミ

( kg) 507.0 370.2 366.5 － 2 ％ － 3 ％

有害化学物質
排出量

( kg) 684.4 499.7 494.7 － 2 ％ － 3 ％

二酸化炭素
排出量

( kg －
CO2 )

89,114.9 65,069.7 64,419.0 － 2 ％ － 3 ％

※基準年の購入電力の CO2 排出係数は、 出光グ リ ーンパワ ー㈱ =　0.462 kg-CO2 / kwh （本社工場 ５ ヶ 月）

鈴与商事㈱ =　0.553 kg-CO2 / kwh （本社工場 ７ ヶ 月）

中部電力㈱ =　0.426 kg-CO2 / kwh （大井川工場 12 ヶ 月） 　を適用。

※産業廃棄物 （その他の資源ゴ ミ ） は、 木 く ず ・ 廃油 ・ プ ラ結束バン ド ・ プ レ ー ト 型紙など を指す。

※一般廃棄物 （その他の資源ゴ ミ ） は、 新聞雑誌雑紙等の紙類 ・ 廃プラ （マ ー ク付） ・ ペ ッ ト ボ ト ルなど を指す。

※令和 ４ 年度以降の目標値は、 その年の鋼材購入量（支給材も含む） に よ り変動 し ま す。

基準年も社会情勢や景気 ・ 仕事量の変化によ っ て 変更す る場合があ り ま す。

【目標値につい て】

　 “基準年” の数値と対照年度の数値をそのまま比較す る と、 その年々の社会情勢とか景気によ っ て

仕事量が大き く 左右されるので単純に比較するのは妥当ではないと判断し ま し た。 そこ で仕事量を出

来るだけ同等にす るためには何かと考え、 鋼材の購入量 （支給材も含め） が仕事量に影響す るので、

その増減率を他の数値に反映させ て “基準値” と し、 その基準値に削減率を掛けた数値を “目標値”

と し ます。 この目標値と対照年度の “実測値” を比較す る事で、 実測値同士を比較するよ りも正確に

比較できるものと考え ま し た。

　 今年度は基準年を平成 30 年度から令和 ２ 年度に変更し ま し た。 平成 30 年度は “武漢肺炎ウ イ ル

ス” 発生前であり好調とは言えないまでも平均し て仕事を貰っ ていま し たが、 令和元年 12 月に中国 ・

武漢で発生し たウ イ ルスの影響で受注量が減少し て未だに回復し ていません。 このため基準年を武漢

肺炎ウ イ ルス影響下にある 『前年度 （令和 ２ 年度）』 に変更し た方が妥当と考えま し た。 当分の間回

復し ないだろ う との予測で す。
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環境経営計画 (令和３年度)

取り組み事項 取り組み内容 （詳細）
担当部署

（責任者）

仕事を円滑に効率よ く

するための取り組み

５Ｓ （整理 ・ 整頓 ・ 清潔 ・ 清掃 ・ 躾） の徹底、 安全活動の継続
製造部
（青島）

機械設備の定期点検 ・ 整備の徹底

二酸化炭素排出量削減

に関する取り組み

照明器具の LED 化、 蛍光灯その他電化製品の不必要時の消灯 ・ 省

電

総務部
（柏原佳）

空調設備の温度設定の徹底 （夏２６ ° Ｃ以上／冬２２ ° Ｃ以下）

クールビズ ・ ウ ォ ームビズによ る服装での調整

照明器具 ・ 空調設備の定期的な清掃

省エネタ イ プの設備機器の継続的導入

計画的な輸送 ・ 運搬の実現

管理部
（飯田）

自動車の急発進 ・ 急加速の禁止、 ア イ ド リ ングス ト ッ プの励行

安全運転の為の ド ラ イ ブ レ コーダー等安全装置の導入

自動車の定期点検 ・ 整備の励行

一般及び産業廃棄物排

出量の削減に関す る取

り組み

３Ｒの徹底　Reduce （ゴ ミ削減） ・ Reuse （再利用） ・ Recyc l e （再

資源化）
総務部

（中島初）一般及び産業廃棄物の分別の徹底

コピー用紙の両面印刷、 使用済み紙の両面使用

図面及び書類等の電子化推進

管理部
（石原）

廃棄物を出さないために購入時の再検討

材料 ・ 消耗部品等の無駄のない使い方を周知徹底

材料の在庫管理

原材料や溶接材料に関

する取り組み

原材料や溶接加工時に使用する炭酸ガス ・ 酸素ガス ・ アセチレン

ガス ・ 溶接材や塗料材等を効率よ く 最適な量を使用す る

製造部
（木原）

有害化学物質削減に関

する取り組み

顧客に対し て有害化学物質の含有量が少ない、 又は有害化学物質

が含まれて いない溶接材や塗料材を提案す る

管理部
（石原）

水道水削減の取り組み
節水に努める

総務部
（柏原佳）

止水の確認、 漏水検査

その他  環境活動の取り

組み

グ リ ーン購入の取組み

総務部
（中島初）

防災訓練の実施

地域社会における社会貢献の推進
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今年度の目標 ・実績 ・評価 (令和３年度)

年 　 度

令和 ２ 年度

（2020 年）

令和 ３ 年度

（2021 年）

令和 ３ 年度

（2021 年） 評
　
価基準年

基準値 目標値
実測値比較項目 基準年 　

　 × 73.0 ％

基準値 　

　 　 × 99 ％

電力使用量 (KWh) 127,871.0 93,368.6 92,434.9 127,070.0 ×

水使用量 (ｍ3 ) 446.0 325.7 322.4 441.0 ×

コピー用紙使用量 ( kg ) 390.0 284.8 281.9 430.6 ×

化石

燃料

ガソ リ ン (L) 1,791.9 1,308.4 1,295.3 2,235.8 ×

軽油 (L) 3,140.5 2,293.1 2,270.2 3,239.2 ×

産業

廃棄物

排出量

鉄 く ず ( kg ) 82,893.0 60,526.6 59,921.4 91,750.0 ×

ダンボール ( kg ) 560.0 408.9 404.8 637.0 ×

その他の
資源ゴ ミ

( kg ) 5,250.0 3,833.4 3,795.1 360.0 ○

埋め立て ゴ ミ ( kg ) 3,493.0 2,550.5 2,525.0 1,120.0 ○

一般

廃棄物

排出量

燃えるゴ ミ ( kg ) 1,375.0 1,004.0 994.0 1,342.5 ×

その他の
資源ゴ ミ

( kg ) 507.0 370.2 366.5 906.5 ×

有害化学物質排出量 ( kg ) 684.4 499.7 494.7 255.7 ○

二酸化炭素排出量
( kg －
CO2 )

89,114.9 65,069.7 64,419.0 90,272.1 ×

※基準年の購入電力の CO2 排出係数は、 出光グ リ ーンパワ ー㈱ =　0.462 kg-CO2 / kwh （本社工場 ５ ヶ 月）

鈴与商事㈱ =　0.553 kg-CO2 / kwh （本社工場 ７ ヶ 月）

中部電力㈱ =　0.426 kg-CO2 / kwh （大井川工場 12 ヶ 月） 　を適用。

　 実測値の購入電力の CO2 排出係数は、 鈴与商事㈱ =　0.523 kg-CO2 / kwh （本社工場 12 ヶ 月）

中部電力㈱ =　0.379 kg-CO2 / kwh （大井川工場 12 ヶ 月） 　を適用。

※産業廃棄物 （その他の資源ゴ ミ ） は、 木 く ず ・ 廃油 ・ プ ラ結束バン ド ・ プ レ ー ト 型紙など を指す。

※一般廃棄物 （その他の資源ゴ ミ ） は、 新聞雑誌雑紙等の紙類 ・ 廃プラ （マ ー ク付） ・ ペ ッ ト ボ ト ルなど を指す。

評価と し ては ・・・

　 令和３年度はまだ “武漢ウ ィ ルス” の影響下にあるようで、 前年度よ りも 【鋼材購入量 （支給材含む）】

が 73.02 ％と低 く 回復 し て いない こ とが大き く 影響 し て い て “目標値” が大幅に下が っ て い るので、

“実測値” と比較す る と 13 項目中 ３ 項目がク リ ア出来ただけで し た。 両年度を “実測値” 同士で比較

し たと し ても前年度を下回っ ているのは６項目だけです。 個別的に見てい く と、 【電力使用量】 【水使用

量】 【コピー用紙使用量】 【二酸化排出量】 がク リ ア出来ていません。 この項目は 【鋼材購入量 （支給材

含む）】 の増減に関係な く ある程度の範囲内で増減し て いるのではないかと感じ ま す。 このために 【鋼

材購入量 （支給材含む）】 の増減によ っ て “目標値” が変化す るので、 ４ つ揃
そろ

っ て ク リ アできた り でき

なかっ た り す るのではないかと思いま す。 【ガソ リ ン使用量】 は 〈対前年比〉 124.8 ％とな っ て います

がこれは建築現場が遠地とな り移動距離が増 し たからだと思われま す。 【軽油使用量】 も 〈対前年比〉

103.1 ％とな っ て微増とな っ ています。 【鉄 く ず ・ ダンボール排出量】 は 〈対前年比〉 110.7 ％ ・ 113.8

％です。 鉄 く ずの排出量は少し でも減ら し たいです。 【産廃 ・ その他の資源ゴ ミ】 はク リ ア出来て いま

すが、 この項目は統計を取り始めて４年ですがその年々によ っ て排出量が大き く 異なるようです。 【産廃・

埋め立て ゴ ミ】 も今年度は少なかっ たです。 【一廃 ・ その他の資源ゴ ミ】 は 〈対前年比〉 178.8 ％と増

加し て いま すがこれは 「雑誌 ・ 雑紙」 が多か っ たよ う で す。

次年度目標 : 変更な し
この続きは　P15  です。
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昨年度に引き続きウイルス対策と し てマスクの着用・手洗いの励行・ アク リル板の設置・

３密を避けるなど続けてきましたが、 コロナ対策助成金を利用し て会議室に空気清浄機を

設置しました。 他にも健康問題と し て喫煙者には武漢ウイルスに感染すると重症化するリ

スクが高まることや、 気管支炎や肺がん・心筋梗塞・糖尿病等の発症す

る確率が上がることなどたばこの害を知っ てもらい禁煙を勧めていま

す。 “禁煙のすすめ” は過去にもポスターを貼ったり、 外部から講師を

招いて勉強会を開いたこともありましたが、 効果は限定的で した。 コ

ロナ禍をきっかけに禁煙し て欲しいです。

　 今年度は昨年度に続きコロナ禍の中で し たが、 少し は慣れて きたよ う で徐々にではあり ますが活動

が再開されてきま し た。 毎年恒例の 「シ ェ イ クアウ ト 訓練」 に加え、 昨年中止とな っ た 「ビーチク リ ー

ン作戦」 があ り ま し た。 産廃業者への訪問とかも行きま し た。 花壇の緑化にも手をかけて いま す。

昨年の審査日の時に審査人池谷氏の指摘があ り、

ペッ ト ボ ト ルのキャ ップの回収やベルマーク ・ 使用

済み切手の収集活動も始めてみま し たが、 ea21  の

活動を始めた頃より集めていたボト ルキャ ップ 10kg

を業者に持っ て行きま し た。 ベルマーク ・ 使用済み

切手の収集はポスターを貼っ て始めま し たがこれか

らどれ く らい集まるでし ょ うか。

今年も焼津市で恒例の 「シェ イクアウ ト訓練」 が９月 22 日行われました。 訓練内容は毎年変わりませ

んが日々の積み重ねが大事ですので気を抜 く ことな く サイ レンを合図に行いました。 弊社には外国人も

数人いますので内容を説明し て外注様も参加し、 事務所の

机の下とか工場でも屈
かが

んだり し て最後には工場入口で人数

確認をし ました。 担当者による避難用具の動作確認や非常

食等の賞味期限確認も行ないました。

　又、 11 月 21 日に行われた 「ビーチクリーン作戦」 は朝

８ 時 30 分から曇り空の中、 大人や子供等大勢の市民や毎

浜当目海岸の亀ト イ レ前

浜当目海岸

ペッ ト ボト ルのキャ ップ回収業者

年見かける地元の企業のご家族

等が詰めかけ １ 時間ほどゴ ミは

さみとゴ ミ 袋を持 っ て汗を流し

て いま し た。 浜当目の海岸だけ

でも多 く のゴミが集まりました。

▲
防
災
用
品

空気清浄機

　従業員手洗い場の近 く に花壇があります。

季節の移り変わりを花で感じ てもらおう と定期的に植え替えや

種蒔きをし ています。 少しでも皆さんの “癒し” になれば・・・、 と

思っ ています。

その他の環境活動
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今年度の活動評価 (令和３年度) 及
び

次年度の経営計画

取り組み事項 取り組み内容 （詳細）
担当部署

責任者
評価 次年度

仕事を円滑に効率よ く

するための取り組み

5Ｓの徹底 （整理 ・ 整頓 ・ 清潔 ・ 清掃 ・ 躾 ） ・ 安全

活動の継続 製造部
（青島）

△ 継続

機械設備の定期点検 ・ 整備の徹底 ○ 継続

二酸化炭素排出量削減

に関する取り組み

照明器具のLED化、 蛍光灯その他電化製品の不必

要時の消灯 ・ 消電

総務部
（柏原佳）

○ 継続

空調設備の温度設定の徹底

( 夏 26 ℃以上/冬 22 ℃以下 )
△ 継続

クールビズ ・ ウォームビズによる服装での調節 ○ 継続

照明器具 ・ 空調設備の定期的な清掃 ○ 継続

省エネタ イ プの設備機器の継続的導入 ○ 継続

計画的な輸送 ・ 運搬の実現

管理部
（飯田）

○ 継続

自動車の急発進 ・ 急加速の禁止、 アイ ド リングス

ト ップの励行
○ 継続

安全運転の為のド ライブレコーダー等安全装置の

導入
○ 継続

自動車の定期点検 ・ 整備の励行 ○ 継続

一般及び産業廃棄物排

出量の削減に関す る取

り組み

3Ｒの徹底 Ｒeduce (ゴミ削減) Ｒeuse (再利用)

Ｒecyc l e (再資源化)
総務部

（中島初）

○ 継続

一般及び産業廃棄物の分別の徹底 ○ 継続

コピー用紙の両面使用 ・ 使用済み紙の両面使用 ○ 継続

図面及び書類等の電子化推進

管理部
（石原）

○ 継続

廃棄物を出さないために購入時の再検討 △ 継続

材料 ・ 消耗部品等、 無駄の無い使い方を周知徹底 △ 継続

材料在庫の管理 ○ 継続

原材料や溶接材料に関

する取り組み

原材料や溶接加工時に使用する炭酸ガス ・ 酸素ガ

ス・アセチレンガス・溶接材や塗料材等を効率よ く

最適な量を使用する

製造部
（木原）

○ 継続

有害化学物質削減に関

する取り組み

顧客に対し て有害化学物質の含有量が少ない、 又

は有害化学物質が含まれていない溶接材や塗料材

を提案する

管理部
（石原）

○ 継続

水道水削減の取り組み
節水に努める

総務部
（柏原佳）

○ 継続

止水の確認、 漏水検査 △ 継続

その他  環境活動の取り

組み

グリーン購入

総務部
（中島初）

○ 継続

防災訓練の実施 ○ 継続

地域社会における社会貢献の推進 △ 継続
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該当環境関連法規、 訴訟の有無
法律名 該当す る要求 該当整備 ・ 項目 届け出先 ・ 報告先 評価項目

評
価

建築基準法

・ 建築基準の遵守

・ 建築工事業の許可

・ 設計 ・ 施工

・ 工事業

・ 工場

静岡県

国土交通省
許可期限 ○

認定期限 ○

廃棄物処理法

《一般廃棄物》

・ 一般廃棄物収集

業者許可確認

・ 紙 く ず

・ 木 く ず

その他

なし

許可業者 ○

《産業廃棄物》

・ 産業廃棄物委託業者との

契約

・ 処理基準の遵守

・ 保管基準の遵守

60cm × 60cm 以上の表示

飛散、 浸透防止、 衛生管理

マニ フ ェ ス ト の集計、 報告

・ 廃油

・ 汚泥

・ 廃ブラ

マニ フ ェ ス ト の期限

内返却ない場合

・・・・・・・・知事へ報告

前年度の交付状況

・・・・・・・・知事へ報告

契約書

許可書
○

マニフ ェス ト管

理
○

静岡県産業廃棄物

の適正な処理に

関する条例

・ 管理責任者の設置

・ 処理の委託先の実地確認

とその記録の保存

・ 廃油

・ 汚泥

・ 廃ブラ

その他

不適正な処理が行わ

れた場合

・・・・・・・・知事へ報告
委託業者 ○

騒音規制法
・ 特定施設への届け出

・ 規制基準の遵守

・ コンプレ ッサー

・ 油圧機 ・ 切断機

焼津市 新設 ・ 変更 ○

基準の遵守 ○

振動規制法
・ 特定施設への届け出

・ 規制基準の遵守

・ コンプレ ッサー

・ 油圧機 ・ 切断機

焼津市 新設 ・ 変更 ○

基準の遵守 ○

静岡県生活環境の

保全等に関する

条例

・ 特定施設への届け出

・ 規制基準の遵守

・ ボール盤

・ 研磨機

・ショ ッ トブラスト

焼津市 新設 ・ 変更 ○

基準の遵守 ○

浄化槽法

・ 浄化槽の設置

・ 変更の届け出

・ 法定点検

・ 分離式

バ ッ キ方式

２０ 人

新設 ・ 変更の場合

・・・・・・知事へ届け出
新設 ・ 変更 ○

点検

１回／３ ヶ月
○

消防法
・ 指定可燃物の届け出

（指定数量の 1 / 5 以上）

・ 塗料

2,000kg

焼津消防署
新規 ・ 変更 ○

労働安全衛生法

・ 鉱物性粉じ んの定期的測

定検査

・ 溶接ヒ ュームの定期的測

定検査

（特定化学物質の取 り 扱

い管理）

・ 特定化学物質

・ 換気設備の設置

・ 作業主任者の設

置

・ 呼吸用保護具の

フ ィ ッ ト テ ス ト

（１年以内毎に１回）

島田労働基準監督署 ・ 塵肺健康診断

（３年に １回）
○

・ 特定化学物質

健康診断

（半年に １回）

○

PRTR 法
・ 有害化学物質管理 ・ キ シ レ ン、 ト ル

エン、 鉛

静岡県省庁

・・届け出基準値以下
許可期限 ―

フロン排出抑制法

・ 冷凍空調機器

全ての第一種特定機器が

対象

・ 自社に於い て 簡

易点検実施

(３ ヶ月に １度以上)

企業 ・ 法人の管理者

が確認 ○

遵守評価日 : 令和 ４ 年 10 月 31 日

法規制の遵守評価の結果、 逸脱は有 り ま せん で し た。

過去 3 年間、 当事業所における業務上関係のある法令及び条例違反、 地域住民利害関係者からの訴訟及

び苦情はあ り ません。
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1. 適用範囲 鉄工場敷地内 （ 工場 、 事務所 、 資材置き場   他 ）

2. 目的 予防処置、 発生時の処置を定め、 汚染拡大を防止する。

3. 予防措置 ①工場内及び作業中は “禁煙” と する。 （休憩時間に指定場所でのみ喫煙）

②指定場所には消火器を設置 し、 法定点検を厳守する。

③工場内等で火気を使用する場合は周り を片付け、 燃えやすい物がないか

安全を確かめてから実施する こ と。

④重量物を保管する場合はあま り高 く 積み上げない事。

やむを得ず積み上げるときは、 荷崩れ しないような対策を講じ てお く 事。

⑤ ５Ｓ （整理 ・ 整頓 ・ 清掃 ・ 清潔 ・ 躾） の徹底。

4. 緊急時の対応 地震、 火災等が発生し た場合、 人命を第一に行動する こ と。

①緊急時、 人が倒れて いた場合は安全な場所まで移動させる。

②意識の有無を確認。 無かっ た場合は声をかける、 肩をたた く 等の刺激を

与え て、 反応を確認 （体をゆす っ た り、 動かし たり し ない )。

③大声で周りの人に応援要請し、 消防に通報、 気道の確保、 人工呼吸を行

う。

④外出血、 特に大出血を認めた場合は直ちに止血の処置を行う。

（地震 ・ 火災）

《地震の場合》 ①激震等の緊急事態が発生し たら、 安全な場所への一次避難を実施する。

②地震がおさま っ たら主電源を切る こ と。 二次避難の実施。

③安全なこ とを確認の後、 保管品の状態確認。

④保管品の飛散状態を確認し、 液体物での漏れ等で水質や土壌汚染が考え

られる場合は大声で周りの人に応援要請する。

⑤液体物での漏れ等が確認されれば、 直ちにウエス等で周囲を囲い、 流失

拡大の防止に努める。

⑥安全管理責任者に報告し 、 その後の処置を仰 ぐ 。

⑦津波警報が発令された場合は、 大事なものだけを持ち、 4 階現寸場へ全

員避難する。

《火災の場合》 ①火災等の緊急事態が発生し たら大声で周りの人に通報。 その後構内放送

で応援要請する。 危険と判断し たら即座に非難する。

②応援要請を受けたものは直ちに消防へ連絡 し、 消火活動にあたる。

③対応不可能と判断し た場合は、 直ちに消防へ連絡し、 危険と感じ たら即

座に避難を開始する。

④消防管理者に報告し、 その後の処置を仰 ぐ 。

5. 緊急連絡網 緊急時の緊急連絡網は別紙あり。

6. 防災訓練 実施日 ： 令和 ３ 年 ９ 月 22 日 　 焼津市主催のシ ェ イ クアウ ト 訓練に参加。

火災報知機や消火器の法定点検の実施。
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代表者による評価と見直し及び指示
　 今年度も建築業界は武漢肺炎の影響を受け、 ガソ リ ン価格の値上げによる運賃や電気料金

の高騰もあり、 工場やホテル、 マンシ ョ ンなどの中小案件の計画延期や中止が発生し て いま

す。 弊社でもその影響を受け、 昨年に引き続き鉄骨鋼材購入量 （支給材含む） がさらに落ち

込み、 基準年を令和２年度に変更し てみま し たが、 残念ながら 13 項目中ク リ ア出来たのは二

つから三つにな っ ただけで し た。 二つの産業廃棄物の項目がク リ ア出来、 又有害化学物質排

出量が昨年 ４ ケタ数字 （3,987.2kg） から ３ ケタ （684.4kg） になり、 今年度はさらに半分

以下 （255.7kg） にな っ たこ とは “残念” の中でも来年度に向けての好材料と診
み

て いま す。

　 今年度は （毎年そ うなので すが）、 受注する物件に依り、 集計項目の数値が異な っ てきます。

元請けと し て受注 し た物件や現場の管理も含まれる物件が多か っ たので、 交通費 （ガソ リ ン

使用量） が増加し た り、 材料も市中から定尺の鋼材を購入し た物件が多か っ たので端材 （鉄

く ず） が多 く な っ たと思われま す。

　 次年度も ea21 の活動は方針 ・ 計画は変更な く 続けたいと思いま す。

　 代表者による指示と し ては、 環境経営方針 ・ 目標 ・ 計画 ・ 実施体制は継続と し ま す。

　 次年度は、 今年度に比べて大型物件を受注出来る予定で、 受注

物件も増え て いるので景気も好転する見通し で す。 原料となる鉄

鉱石や石炭の輸入価格が高騰し鉄骨鋼材とか輸送コス ト も値上が

り し て いま すが、 値上がり し た金額が受注価格に反映できるよ うになり ま し た。 弊社では作

業効率を上げるために ド リ ルマシンとバン ド ソーマシン入れ替え PC の図面データを直接機械

に摂り こむことで品質精度と作業効率の向上でコス ト カ ッ ト に対応し ようと考え ています。 又、

人材育成のため溶接技術や検査の能力向上を図り、 資格取得に向けた訓練を積ませ、 他社と
・ ・

は違う
・ ・

資格をも取得できるよ う後押し し て いきま す。 これで施工主に対する受注金額や品質

精度の要求に答えたいと思いま す。

　 来年度も目標値を下回るよ うに更なる努力 ・ 協力を従業員にお願い し、 協力会社様にも同

様な対応を し て頂 く よ うに、 会社一丸とな っ て持続可能な循環型社会の構築を目指し て いこ

う と思いま す。 これからもよろ し く お願い致し ま す。

　 　 令和 ４ 年 10 月

株式会社 　 柏原鐵工所 　 　 　 　

代表取締役社長 　 柏原正明 　
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来年度に向けて P9  からの続きです。

　 【有害化学物質排出量】 は 〈対前年比〉 37.4 ％となっ て大幅に減少し ていることは大きな喜

びです。 前年度に置いても 3,987.2kg から 684.4kg になっ ており、 更に今年度も 255.7kg と

な っ て いま す。 【鉄骨鋼材購入量】 も減 っ て いるので当然で すが、 やはり うれ し いで す。

　 次年度はもう始ま っ ていま すが、 武漢肺炎ウ イ ルスから脱却 し景気を回復させ工事の受注

件数 ・ 金額を増やす こ とが最大の目標で す。 それから原油高による電気料金やガソ リ ン等の

高騰による輸送費の値上げ、 鉄骨鋼材や塗料材などの納入物品相次 ぐ 値上げにど う対応し て

い く かが問題となり ま す。 だから次年度もこれま で以上に電気使用量の削減に努め、 残材削

減のため担当者同士の連絡を密に し て鉄骨その他の発注をお願い し たいで す。 産廃の徹底分

別もお願い し ま す。

　 これからの日本は電気の使用量が大幅に上昇し て い く で し ょ う。 電気自動車の普及 ・ 一般

家庭のオール電化等々電気需要は留
とど

ま り ません。 で すが、 供給元は不安定で す。 原子力発電

所はほとんどが止ま っ ている し、 火力発電所も CO2排出で地球温暖化の犯人と し て これも縮小

傾向にあり ま す。 再生可能エネルギーである水力 ・ 風力 ・ 地熱 ・ 太陽光発電も自然災害や天

候に左右され、 自然破壊や景観の悪化を招き、 安定供給元 （ベースロー ド 電源） にはなれま

せん。 “世界の環境団体で作る 「気候行動ネ ッ ト ワーク」 が 『化石賞』 に日本を選んだ” と新

聞に載っ ていま し た。 右表を見て く ださい。 日本の CO2排出量は世界で ５位の 3.2 ％です。 日

本の何倍もの排出量を中国、 米国等が出 し て いま す。

おかし いで すね、 これらの国はどんな 『賞』 をもら

うので し ょ うか。 日本の石炭火力発電の技術は世界

最高水準で大気汚染物質の 90 ％以上を除去出来、 発

電効率も良いで す。 燃料である石炭もオース ト ラ リ

アから安定的に安価で輸入出来ま す。 なぜこれを し

ないので し ょ うか、 不思議で す。 今政府の言 っ て い

る 『経済安全保障』 に合致すると思いますが ・・・ 。 原

子力発電も、 止めて い ても動かし て も リ スクはそん

なに変わらないと言います。 弊社の電気使用量が 〈対

前年比〉 99.37％と減少し ているのに電気料金は 〈同〉

115.63％と増加し ています。 今後も電気料金は上が

っ て い く で し ょ う。 今ある原発施設は稼働させ電力

料金を下げてほ し いで す。

ea21 の活動について何か疑問 ・ 質問 ・ 意見等あり ま し たら担当者まで申 し出

て く ださい。 来年度に活かせる よ うに し たいと思いま す。

　 最後ま でお読み頂きありがと う ございま し た。

　 　 令和 ４ 年 10 月

ea21 担当者よ り 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　


